
 

磐
田
市
の
水
道
事
業
は
安
心

・
安
全
で

安
定
し
た
水
の
あ
る
生
活
を
、
下
水
道
事

業
は
、
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
と
地
域
の

水
質
を
保
全
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
施
設
の
更
新
や
耐
震

化
と
い
っ
た
重
大
な
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

下
水
道
に
つ
い
て

 

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
を
支
え
て
い
る

下
水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

て
い
る
使
用
料
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
運
営
の
経※

費
回
収
率
は
１
０
０

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
と
地
域
の

水
質
を
こ
れ
か
ら
も
保
つ
た
め
に

％
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
汚
水
処
理

に
か
か
る
経
費
を
使
用
料
で
賄
う
こ
と
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

※
経
費
回
収
率
と
は
、
使
用
料
で
回
収

 

す
べ
き
経
費
を
ど
の
程
度
賄
う
こ
と

 

が
で
き
て
い
る
か
を
示
す
指
標

 

ま
た
、
市
内
で
使
わ
れ
て
い
る
下
水
道

は
昭
和
56
年
か
ら
整
備
に
着
手
し
、
施
設

の
一
部
が
設
置
か
ら
40
年
を
超
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
未
整
備
地
域
の
整
備
に
加

え
て
、
施
設
の
改
築
や
更
新
、
地
震
対
策

の
た
め
の
財
源
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
昨
年
9
月
、
磐

田
市
上
下
水
道
事
業
審
議
会
か
ら
使
用

料
改
定
に
つ
い
て
の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
、
「
一
般
会
計
へ
の
過
度
の

負
担
を
解
消
し
、
経
費
回
収
率
を
将
来
的

に
１
０
０
％
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
、
現

在
の
使
用
料
単
価
約
１
１
８
円
／
㎥
を

１
５
０
円
／
㎥
ま
で
引
き
上
げ
る
」
こ
と

を
基
本
方
針
と
し
つ
つ
、
昨
今
の
社
会
情

勢
を
考
え
る
と
急
激
な
使
用
料
の
上
昇
は

利
用
者
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
「
今
後

2
回
の
段
階
的
な
改
定
で
１
５
０
円
／
㎥

を
目
指
す
こ
と
と
し
、
今
回
は
１
３
５
円

／
㎥
へ
の
引
き
上
げ
が
妥
当
で
あ
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
市
で
は
慎
重
に

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
答
申
に
沿
っ
た
内

容
で
使
用
料
改
定
を
皆
さ
ん
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
改

定
に
よ
る
改※

定
率
は
、
13

・
9
％
と
な
り

ま
す
。

※
改
定
率
と
は
、
使
用
料
収
入
全
体
で

 

13
・
9
％
の
増
収
を
目
標
と
し
た
も

 

の
で
一
律
に
13
・
9
％
の
値
上
げ
で

 

は
あ
り
ま
せ
ん

水
道
に
つ
い
て

安
心

・
安
全
な
水
を
こ
れ
か
ら
も

お
届
け
し
て
い
く
た
め
に

 

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
安
全
な
水
が
い
つ
で

も
使
用
で
き
る
、
そ
ん
な
市
民
の
暮
ら
し

や
企
業
活
動
を
支
え
る
水
道
事
業
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
、
水
道
管
の
更
新
や
耐

震
化
に
対
応
し
て
い
く
と
と
も
に
、
コ
ス

ト
縮
減
な
ど
さ
ら
な
る
経
営
の
効
率
化
に

つ
い
て
継
続
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ページ番号

1011785

４
月
か
ら
下
水
道
使
用
料
お
よ
び

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
と
、
地
域
の
水
質
を
保
全
す
る
た
め
に

上下水道総務課

（福田支所２階）

0538-58-3082

0538- ５８-3123

☎

ＦＡＸ

 

さ
ら
に
、
使
用
料
が
異
な
っ
て
い
る
敷

地
地
区
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
改
定
に
合

わ
せ
て
使
用
料
の
統
一
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

※今回の改定では、 水道料金変更は

  ありません

7
広
報 6

広
報2023年（令和5年） 2月号 2023年（令和5年）2月号



排水量     旧使用料※                 新使用料

基本料金 0 ～ 16㎥ 　　　　　         （2,220円）                 2,497円

従量料金
（1 ㎥あたり）

17 ～ 20㎥ 　　　　　　　　　　　　　　（36.09円）          　　　　 26.40円

21 ～ 40㎥ 　　　　　　　　　　　　　　（141.90円)　　　　　　　　133.10円

41 ～ 60㎥ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（147.13円)               138.60円

61 ～ 100㎥ 　　　　　　　　　　　　　　　　　（159.70円）　　　　     150.70円

101 ～ 200㎥  　　　　　　　　　　　　　　　　　（172.28円）　　    163.90円

201㎥以上  　　　　　　　　　　　　　　　　　（182.75円）　　    173.80円

 ４月改定　下水道使用料および農業集落排水処理施設使用料

下水道・農業集落排水処理施設使用料＝基本料金＋従量料金

※旧使用料 → （　　）かっこ書きは敷地地区の変更前の使用料

基本料金

従量料金

40 ㎥ご使用の場合（2カ月）
0 ～ 16 ㎥

26.40 円×17 ～ 20 ㎥
21 ～ 40 ㎥ 133.10 円× 20 ㎥＝ 2,662.00  円

2,497     　円

105.60  円

使用料 5,264      円

4 ㎥＝

(1 円未満切り捨て）

使用料の計算方法（例）

使用料の改定は 4月 1日からですが、以前か
ら継続して使用している場合は 4月 1日以降
の最初の検針分までは旧使用料で、6月以降
の検針分から新使用料となります。

いつから新使用料になるの ?Q．
A．

Q．税金を使って安くできないの ?
A．下水道事業は事業運営に必要な経費を皆さん

からいただく使用料で賄う「独立採算」を原
則として運営しています。下水道事業の財源
不足を税金で埋めると、税金の本来の使い道
である市民サービスなどの低下を招いてしま
う可能性があります。そのため、税金による
補助に過度に依存しない、健全な下水道事業
の運営が必要です。

Q．

どのくら使用料が変わるの ?

使用料は排水量によって異なります。40 ㎥を
使用した場合（2 カ月）では、4,524 円（敷
地地区以外の場合）から 5,264 円に変更とな
り、740 円の増となります。なお、個別の使
用料については、上下水道料金センター（☎
0538-58-3070）にお問い合わせください。

A．
水道料金も変わるの ?
今回の改定で、水道料金は変わりません。

Q．

A．

衛生的で快適な生活と地域の水質を保全し、安定的・持続的な下水道サービスの提供に必要な財源を確
保するために、4月 1日から下水道・農業集落排水処理施設使用料の改定をお願いすることになりました。
将来に渡って安心して使用できる下水道を目指し、今後とも一層努力してまいりますので、ご理解と
ご協力をお願いします。

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

1,780円

２６．１９円

１３２．００円

１３７．２３円

１４９．８０円

１６２．３８円

１７２．８５円

使用料改定　Q＆ A

税込 2カ月分
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ページ番号

1001341

身
分
証
明
書
だ
け
じ
ゃ
な
い

得
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
持
っ
て
得
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

え
っ
、
ま
だ
⁉ 
そ
れ
な
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
申
請
し
よ
う

市民課

（本庁舎１階）

0538-37- ４８16

0538-37-2871

☎

ＦＡＸ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
が
記
載
さ
れ
た
顔
写
真
付
き
の
カ

ー
ド
で
す
。
本
人
確
認
に
利
用
で
き
る
ほ
か
、
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
確
定
申
告
や
転
出
の
手
続
き
、
健
康
保
険
証
で
の
利
用
、
将
来
的
に
は
運
転

免
許
証
と
の
一
体
化

（２
０
２
４
年
度
末
）
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

マイナンバーカードで何ができるの？

休日や夜間でも
住民票や各種証明を
コンビニで取得可能

運転免許証を
返納しても、代わりに
身分証明書として利用

　

マイナンバーカードを申請しよう！
交付申請書を準備

　交付申請書は、通知カードと一緒に平成 27 年
に各個人宛に発送済です。
　お持ちでない方や紛失してしまった方は、本人
確認書類を持参の上、市民課窓口にて交付申請書
をお求めください。

申請ができる場所

疑問や不安を解消 !
Q　市役所の申請窓口ってすごく混んでない？
A　市ホームページから待ち時間を確認できますので、事前
　　にご確認ください。また、市役所以外でも申請できます
      ので、ご利用ください。
Q　いろいろな情報が詰め込まれていて持ち歩きが不安
A　番号を見られても悪用は困難です。顔写真で本人確認
　　を行うので、他人が手続きすることはできません。また、
　　プライバシー性の高い情報は IC チップに保存されてい
      ません。運転免許証やキャッシュカード同様に管理して
      いただければ結構です。
Q　カードを紛失したら？
A　総合ダイヤルへ電話してください。カードは利用時に暗
　　証番号等の認証が必要で、暗証番号を一定回数間違
　　うとロックされる仕組みになっています。
　　　【総合ダイヤル　☎ 0120-95-0178 】
Q　預貯金や医療情報を国などが監視するのでは？
A　監視はできないようになっています。
Q　マイナンバーカードと最初に届いた通知書との違いは？
A　マイナンバーカードは顔写真や IC チップ付きなので、
　　身分証明書として利用できますし、各種オンラインサー
　　ビスもご利用できます。通知書は顔写真や IC チップが
　　ないので、マイナンバー（個人番号）の確認しかでき
      ません。　

　上記以外にも運転免許証のほか、民間のキャッシュカード
   やクレジットカードとしての利用も検討されています。

◆　磐田市役所本庁舎１階 市民課 マイナンバー交付窓口
≪申請サポート実施場所≫※市役所本庁舎以外で申請できる場所

〈令和５年２月１日現在 〉

★ インターネットや郵送でも申請できます

実施場所・時間は
変更になることが
あります。
実施場所等の詳細
はこちらをご覧く
ださい。

▲

★ ご不明な点は市民課へお問い合わせください

◇　各支所
　　福田支所 ( 火曜 )、竜洋支所 ( 水曜 )、豊岡支所 ( 木曜 )
　　※午前９時３０分～午後３時
◇　市内郵便局
　　福田・竜洋・豊岡・御厨・向笠・磐田富士見・
　　豊田町駅前の７局
　　※午前９時～午後５時
◇　市内携帯ショップ等
　　市内 10 店舗以上で対応しています。詳細は各店舗で
　　ご確認ください。
◇　アピタ磐田店
　　※午前１０時から午後７時
　　（最終受付１８: ３０）
◇　杏林堂薬局上岡田店
　　※午前１０時から午後７時　（最終受付１８: ３０）

確定申告など
各種手続きが
オンラインで可能

就職・転職・引越しても
健康保険証として
同じカードを利用

※コンビニ手続きの場合は
令和５年３月末まで２００円割引
令和５年４月から１００円割引
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「ｉあ
い

ぽ
ー
と　

出
産
・
子
育
て

安
心
事
業
」
を
始
め
ま
し
た

寄
り
添
い
支
援
も
、
経
済
支
援
も
、

磐
田
市
は
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
支
え
ま
す

こども未来課

（ｉプラザ 3 階）

0538-37-2012

0538-37-4631

☎

ＦＡＸ

　

市
は
、
全
て
の
子
育
て
家
庭
が
い
つ
で
も
相
談

で
き
る
環
境
づ
く
り
、
相
談
し
や
す
い
関
係
づ
く

り
を
整
え
て
い
ま
す
。
地
区
担
当
保
健
師
な
ど
が
、

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
か
ら
継
続
し
た
寄
り
添
い

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

妊
婦
や
低
年
齢
期

（
特
に
0
～
2
歳
）
の
子
育

て
家
庭
に
は
、
出
産
・
育
児
な
ど
の
見
通
し
を
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
、
妊
娠
届
出
時
や
妊
娠
８
カ

月
前
後

（
希
望
者
）、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問

（
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
）
時
に
お
け
る
面
談
や
情
報
提
供
、

相
談
の
随
時
受
付
な
ど
を
継
続
的
に
行
い
、
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

継
続
的
な
寄
り
添
い
支
援
で
は
、
必
要
に
応
じ

て
関
係
機
関
と
連
絡
・
調
整
・
情
報
共
有
を
行
う

こ
と
で
、
重
層
的
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。

伴
走
型
相
談
支
援

　

妊
娠
の
届
け
出
や
出
生
の
届
け
出
を
行
っ
た
妊

産
婦
な
ど
の
方
に
対
し
て
、
出
産
準
備
や
子
育
て

に
係
る
費
用
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
給
付
金

（
①
出
産
安
心
ギ
フ
ト
、
②
子
育
て
安
心
ギ
フ
ト
）

を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
額

①

【出
産
安
心
ギ
フ
ト
】

　

妊
婦
一
人
当
た
り
５
万
円

②

【子
育
て
安
心
ギ
フ
ト
】

　

児
童
一
人
当
た
り
５
万
円

▼
対
象

①
次
の
ア
～
ウ
に
該
当
す
る
市
内
在
住
者

　
　

ア 

令
和
5
年
1
月
1
日
以
降
に
妊
娠
の
届
け

　
　
　
　

出
を
し
た
妊
婦

　
　

イ 

令
和
4
年
4
月
1
日
～
令
和
4
年
12
月

　
　
　
　

31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
の
母

　
　

ウ 

令
和
4
年
4
月
1
日
～
令
和
4
年
12
月

　
　
　
　

31
日
に
妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
妊
婦

②
次
の
ア
・
イ
に
該
当
す
る
児
童
の
養
育
者
で

　
　

市
内
在
住
者

　
　

ア 

令
和
5
年
1
月
1
日
以
降
に
出
生
し
た
児
童

　
　

イ 

令
和
4
年
4
月
1
日
～
令
和
4
年
12
月

       

31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童

▼
支
給
方
法

　

①
の
ア
、
②
の
ア
の
方
は
、
妊
娠
届
出
時
、
ま

た
は
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
時
に
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
以
外
の
方
は
、
２
月
上
旬
に
市
か
ら
案

内
通
知
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。
そ
れ
に
基
づ

い
て
、
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

経
済
的
支
援

ページ番号

1011895

　

磐
田
市
で
は
、
「
ⅰ
ぽ
ー
と　

出
産
・
子
育
て
安
心
事
業
」
を
令
和
５
年
１
月
か
ら
始
め
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
市
内
全
て
の
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
行
う
た
め
、
伴
走
型
相
談
支
援
、
経
済
的
支
援
を
一
体
的
に
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

【 

面
談
時
期 
】

【妊
娠
届
出
時
】

▼
対
象　

妊
婦

▼
主
な
内
容

　

・
子
育
て
情
報
の
説
明
や
育
休
制
度
の
紹
介

　

・
子
育
て
ガ
イ
ド
で
妊
娠
期
・
子
育
て
期
の
説
明

【妊
娠
８
カ
月
頃
】

▼
対
象　

妊
婦

（希
望
者
）

▼
主
な
内
容

　

・
産
前
産
後
の
過
ご
し
方
、
手
続
き
の
説
明

　

・
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
確
認
や
相
談

【乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
時

（生
後
２
カ
月
頃
）

▼
対
象

　
　

産
婦
ま
た
は
出
生
し
た
児
童
を
養
育
す
る
者

▼
主
な
内
容

　

・
子
育
て
情
報
の
説
明
や
子
育
て
に
関
す
る
相
談

　

・
子
育
て
ガ
イ
ド
で
子
育
て
期
の
説
明

磐
田
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の

「ⅰ
ぽ
ー
と
」

　

子
育
て
の
先
進
国
と
い
わ
れ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
は
、
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と
い
う
子
育
て
支
援

の
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で

『
助
言
や
ア
ド
バ
イ

ス
の
場
所
』
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
妊
娠
期
か

ら
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
対
象
と

し
た
支
援
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

磐
田
市
は
、
今
年
度
か
ら
磐
田
版
ネ
ウ
ボ
ラ

と
し
て

「
ⅰ
ぽ
ー
と
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
全

て
の
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
「
ⅰ
」
は
、

磐
田
市
総
合
健
康
福
祉
会
館
ⅰ
プ
ラ
ザ
の

「
ⅰ
」
と
愛
情
の

「
愛
」、
そ
し
て
ⅰ
プ
ラ
ザ

内
に
あ
る
愛
情
豊
か
な
Ｐぽ

ー

と

Ｏ
Ｒ
Ｔ

（
港
）
を

意
味
し
ま
す
。
港
の
よ
う
に
多
く
の
方
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
き
、
子
育
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
や
不
安
を
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

「
ⅰ
ぽ
ー
と
」
で
は
、
子
育
て
家
庭
ご
と
に

1
人
の
保
健
師
が
妊
娠
期
か
ら
継
続
し
た
相

談
に
応
じ
る
1
人
１
保
健
師
体
制
を
整
え
た

り
、
保
健
師
と
全
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が

連
携
し
た
講
座

「
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
」
を
開
催

し
た
り
と
、
各
世
帯
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

「
ⅰ
ぽ
ー
と
」
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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農
業
を

　
　

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

１
ア
ー
ル(

１
0
0
㎡
）
か
ら
始
め
る
農
業
を
応
援
し
ま
す

農林水産課

（西庁舎１階）

0538-37- ４８１３

0538-37- １１８４

☎

ＦＡＸ

市
で
は
、
小
規
模
な
農
地
の
有
効
活
用
と

新
た
な
担
い
手
の
確
保
を
目
的
に
、
「
１
ア
ー

ル
か
ら
始
め
る
農
業
応
援
制
度
」
を
創
設
し

ま
し
た
。
今
ま
で
借
手
が
い
な
か
っ
た
農
地
に

つ
い
て
も
有
効
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

「
農
業
を
始
め
た
い
」「
自
分
で
育
て
た
野
菜

を
売
っ
て
み
た
い
」
な
ど
農
作
物
の
生
産
・
販

売
に
興
味
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
制
度
概
要
】

▼
対
象
農
地

１
ア
ー
ル
以
上
10
ア
ー
ル
未
満

（１
０
０
㎡
以
上
１
０
０
０
㎡
未
満
）

▼
対
象
者

市
民
農
園
、
家
庭
菜
園
な
ど
に
よ
り
農
作
業

の
経
験
が
あ
る
方
や
、
農
業
に
関
す
る
各
種

学
校
の
在
籍
経
験
が
あ
る
方
な
ど

▼
貸
借
期
間

３
年
間

　

 

※
年
に
一
度
利
用
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
す

今
年
度
耕
作
を
始
め
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

村
岡
ジ
ョ
ル
ジ
さ
ん

　　

対
象
地
（
面
積
）

　

一
言
（
６
０
０
㎡
）

　
主
な
耕
作
物

　

キ
ャ
ッ
サ
バ
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど

昨
年
、
野
菜
づ
く
り
を
教
え
て

く
れ
る
師
匠
に
出
会
い
勉
強
を
始

め
、
今
年
か
ら
師
匠
の
農
地
を
引

き
継
ぎ
、
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

農
薬
を
控
え
た
野
菜
を
つ
く
る

た
め
、
夏
場
の
草
刈
り
は
大
変
で

し
た
が
、
野
菜
を
自
分
の
子
ど
も

の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
育
て
て
い

ま
す
。
初
め
て
買
っ
て
く
れ
た
人

が
、
お
い
し
か
っ
た
と
言
っ
て
く
れ

た
こ
と
が
想
像
以
上
に
う
れ
し
く
、

大
変
だ
っ
た
こ
と
も
や
り
が
い
に

感
じ
ま
し
た
。

兼
業
と
し
て
農
家
を
や
っ
て
い

ま
す
が
、
家
族
で
一
緒
に
農
業
に

取
り
組
み
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

㈱
鉄
筋
工
房

松
本
邦
弘
さ
ん

　
　

対
象
地
（
面
積
）

　

野
箱
（
７
０
０
㎡
）

　
主
な
耕
作
物

　

じ
ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま
い
も
、
海
老
芋
な
ど

磐
田
農
業
高
校
出
身
で
、
災
害

時
に
自
社
の
社
員
の
食
料
は
自
社

で
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
農
作

物
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。
し
お

さ
い
竜
洋
へ
の
出
荷
や
イ
ベ
ン
ト

時
の
販
売
な
ど
と
併
せ
て
野
菜
を

備
蓄
し
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

建
築
関
係
の
仕
事
な
の
で
、
作

付
け
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
こ
だ
わ

り
、
楽
し
く
耕
作
し
て
い
ま
す
。

夏
場
の
草
刈
り
は
大
変
で
し
た
が
、

地
主
さ
ん
が
農
地
利
用
を
喜
ん
で

く
だ
さ
り
、
ま
た
、
野
菜
を
購
入

さ
れ
た
方
や
近
所
の
方
か
ら
励
ま

し
の
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
農
業

を
始
め
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

農地の適正管理のお願い

 農業委員会では、 市内の農地

がどのように利用されているのか

毎年調査を行っています。 今年度

も7月から12月にかけて農地の

利用状況を確認しました。

 令和4年度の耕作放棄地は90

ヘクタール （東京ドーム約19個

分） となっています。

 耕作されていない農地をお持

ちの方は、 適正な管理をお願いし

ます。

 所有している農地を誰かに耕作

してほしい場合は農業委員会事務

局 （農林水産課内） にご相談くだ

さい。

※貸付意向のある農地すべてに

 相手が見つかることを約束する

 ものではありません。

▲村岡さん夫妻 （ジョルジさん ： 右）
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ご
存
知
で
す
か
?

更
生
保
護
を
支
え
る
人
た
ち

　
　

 

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
　
　
　

            
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

福祉課

（ｉプラザ 3 階）

0538-37-4814

0538-36-1635

☎

ＦＡＸ

　

過
去
に
犯
罪
や
非
行
を
犯
し
た
方
で
、
社
会

の
中
で
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
ず
、
再
び

犯
罪
や
非
行
を
重
ね
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
を
、
見
守
り

支
え
る
こ
と
を

「更
生
保
護
」
と
言
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
立
ち
直

り
を
支
援
す
る
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。

　

保
護
司
の
方
は
担
当
地
区
ご
と
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
て
お

り
、
国
の
保
護
観
察
官
と
協
働
し
て
、
保
護

観
察

（
犯
罪
を
犯
し
た
人
が
更
生
を
図
る
た

め
の
処
分
）
を
受
け
て
い
る
人
の
面
接
を
行

い
、
指
導
や
助
言
を
す
る
ほ
か
、
刑
事
施
設

や
少
年
院
に
入
っ
て
い
る
人
が
ス
ム
ー
ズ
に
社

会
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
帰
住
先
の
生
活
環

境
の
調
整
や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
つ
い
て

▲受賞された久野さん

南
磐
田
地
区
保
護
司
会

（48
名
）

　

女
性
の
立
場
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
犯
罪
予

防
の
た
め
の
啓
発
活
動
、
犯
罪
や
非
行
を
犯

し
た
人
の
更
生
支
援
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
の
た
め
の
子
育
て
支
援
活
動
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

南
磐
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

（82
名
）

南
磐
田
地
区
協
力
雇
用
主
会

（12
事
業
所
）

　

犯
罪
・
非
行
歴
の
た
め
、
仕
事
に
就
く
こ

と
が
難
し
い
人
た
ち
を
、
そ
の
事
情
を
理
解
し

た
上
で
雇
用
し
、
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
事

業
者
で
す
。

※ 南磐田地区は、 磐田市、　　   

    袋井市、 森町が管轄です

更生保護のキャラクター
ホゴちゃん　サラちゃん

　

犯
罪
社
会
と
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　

市
内
で
は
、
７
月
の
強
化
月
間
に
保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会
を
中
心

に
啓
発
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

次
代
を
担
う
中
学
生
に
日
常
生
活
、 

学
校
生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を

基
に
、
犯
罪
や
非
行
な
ど
に
関
し
て
感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
し
、
本
運
動
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
磐
田
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委
員
会
の
最
優
秀
賞
に
は

「
地
域
の
見
守
り
活
動
に
対
す
る
感
謝
と
、
地
域
防
犯
の
必
要
性
」
に
つ
い

て
の
作
文
を
書
い
た
久く

野の

杏
き
ょ
う

太た

さ
ん

（
磐
田
第
一
中
学
校
３
年
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

▲啓発リーフレット
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一
人
一
人
が
医
療
費
節
約
を
心
が
け
ま
し
ょ
う 国保年金課

（本庁舎 1 階）

0538-37-4833

0538-37-4723

☎

ＦＡＸ

▲電子申請

医
療
費
節
約
の
コ
ツ
は

　
　
　
　
　

  

「健
康
維
持
」

 

市
の
国
民
健
康
保
険
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た

運
営
を
行
い
、
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
財
政
の
健

全
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
医
療
費
の
在

り
方
を
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
人
一
人
が
健
康
を

維
持
し
、
医
療
費
を
節
約
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
な
国
民

健
康
保
険
税
の
増
加
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

0

100

200

300

400

500

600

特定健診受診者と未受診者の医療費※の比較
（令和3年度　磐田市国保被保険者）

12,269円

受診者 未受診者

年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

 

健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
は
、
病
気
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
、
医
療
費
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

 
市
で
は
、
後
期
高
齢
者
健
診
、
特
定
健
診
な
ど
の
健
康

診
断
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

 

健
康
維
持
、
医
療
費
節
約
の
第
一
歩
と
し
て
、
健
康
診

断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

 

「
健
康
診
断
の
ご
案
内
」
を
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た
は
電
子
申
請

に
て
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

※
令
和
4
年
度
に
受
診
さ
れ
た
方
に
は
、
令
和
4
年
度
に

 

受
診
し
た
内
容
と
同
じ
案
内
を
送
り
ま
す
。

問健康増進課 （iプラザ３階）

☎37-2011　FAX35-4586

医療費節約のコツ
8 割の方が活用！

「ジェネリック医薬品」で医療費節約
 ジェネリック医薬品 （後発医薬品） とは、 先発医

薬品の特許期間満了後に、 厚生労働省の許可を得て

販売され、 同じ有効成分を含む医薬品です。 先発医

薬品より研究開発費が少ない分、 低価格です。

セルフメディケーションで医療費節約
 軽度な病気やけがの場合は必ずしも医療機関に受

診するのではなく、 処方箋なしで購入できる市販薬

（ＯＴＣ医薬品） を利用し、 自分で手当てすることで

医療費の節約につながります。

歯と口のケアで医療費節約
 歯が 4 本以下の方は、20 本以上の方と比べると、

年間の医科医療費が 1.5 倍以上かかるという調査結

果があります。 自分でできる丁寧な歯磨きなどの「セ

ルフケア」 と、 定期的に健診や治療を受ける 「プロ

フェッショナルケア」 の両輪で取り組み、「食べること」

や 「人と話すこと」 など健
けん

口
こう

維持をお勧めします。

（出典 ： 香川県歯科医師会 「平成２２年度香川県歯と健康と

医療費に関する調査」 より）

12,000

10,000

 8,000

 6,000

 4,000

 2,000

 

2,593円

※このグラフの医療費は一人あたりの年間の生活習慣
 病などの医療費（入院＋外来）【出典：KDBシステム】

 0

約4.7倍の差

健康維持の取り組みを推進します

 （円）
14,000
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５ご

３み

０ゼ
ロ

を
目
指
そ
う
！

ごみ対策課
（磐田市クリーンセンター内）

0538-37-4812

0538-36-9797

☎

ＦＡＸ

 

オ
ー
ル
磐
田
で
ゴ
ミ
減
量
を
目
指
す
た
め

「
ご
み
減
量
標
語
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

５
２
８
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

磐
田
市
廃
棄
物
減
量
化
等
推
進
審
議
会
の

委
員
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
各
部
門
の
優
秀

賞
３
点
が
決
定
し
、
12
月
27
日
㈫
に
表
彰
式

を
開
催
し
ま
し
た
。
優
秀
作
品
は
３
月
発
行

の
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
に
て
掲
載
し
、
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
減
量
標
語　

優
秀
作
品

▲表彰式に出席した受賞者の皆さん

  （左から牛田さん、 渡邉さん、 熊谷さん）

優
秀
作
品
6
点
を
紹
介
し
ま
す
。

【小
学
生
以
下
の
部
】

　

捨
て
る
ゴ
ミ　

分
別
す
れ
ば　

生
き
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（牛
田
藍あ

い

士と

さ
ん
）

　

ゴ
ミ
ゼ
ロ
は　

一
人
一
人
の　

心
が
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
諏
訪
京
之
介
さ
ん
）

　

野
菜
の
皮　

食
べ
る
と
意
外
と　

お
い
し
い
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（渡
邉
聡
太
さ
ん
）

【一
般

（中
学
生
以
上
）
の
部
】

　

分
別
で　

増
や
す
資
源
と　

減
ら
す
ご
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（樋
口
英
世
さ
ん
）

　

が
ん
ば
ろ
う　

オ
ー
ル
磐
田
で　

ご
み
減
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（鈴
木
寿
子
さ
ん
）

　

ワ
イ
シ
ャ
ツ
が　

台
拭
き
に
な
り　

今
雑
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（熊
谷
久
惠
さ
ん
）

ページ番号 1001474

オ
ー
ル
磐
田
で
ゴ
ミ
減
量
！　

優
秀
標
語
決
定
！

第3回『雑がみ5
ご

3
み

0
ゼロ

スタンプラリー』開催！
楽しく集めてもらっちゃおう♪

▶期間　3 月 1 日㈬～ 5
ご

月 3
み

0
ゼロ

日㈫

▶対象　市内在住の方 （世帯単位でご参加ください）

▼受付　市内 5 地区のリサイクルステーション

▶参加方法　

①雑がみを紙袋に 30 枚以上集める

②雑がみを入れた紙袋をリサイクルステーションに持参し、

スタッフに渡してスタンプをもらう （スタンプは 1 日 1 つ）

③スタンプが 2 つ集まったら、 先着順でしっぺいトイレット

ペーパーを世帯に 1 個プレゼント

※スタンプラリーへの参加は、 各世帯 1 回限り

※持参日 ・ 枚数は各自記入してください

雑がみを分別してスタンプを集めると、 しっぺいトイレットペーパーと交換できます。

みんなで楽しみながら、雑がみ （菓子箱、ティッシュ箱、学校プリント、トイレットペーパー

の芯、 小さな紙きれなど） を分別する習慣を身に付けましょう。

『雑がみ5
ご

3
み

0
ゼロ

スタンプラリー』参加用紙
月   日 月   日

枚 枚

1 2
※参加用紙は切り取らずに、 このままお持ちください

スタンプ2つで1個もらえる！

先着

5
ご

3
み

0
ゼロ

個

【リサイクルステーション】
地区 場所 住所 開設日時

磐田 リサイクルステーション 新島２５２－２

月～金曜日

（祝日除く）

午前 8 時 30 分

～午後 5 時

毎週日曜日 午前 9 時～ 11 時

福田 福田交番西向かい 福田２４８３ 第２日曜日

午前 9 時～ 11 時

竜洋 竜洋古紙ストックヤード 平間１６１３－１ 第３日曜日

豊岡 豊岡支所南側駐車場 下野部４８ 第３日曜日

豊田

磐田市防災備蓄

ステーション

（旧豊田支所）

北側駐車場

森岡１５０ 第４日曜日

ページ番号 1001466
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軽
自
動
車
税

納
付
確
認
の
電
子
化

車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
に

市税課

（本庁舎 1 階）

0538-37-3767

0538-33-7715

☎

ＦＡＸ

ページ番号

1011964

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
・
建
て
替
え
を

助
成
制
度
を
利
用
し
て
、
地
震
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

建築住宅課

（西庁舎 2 階）

0538-37-4899

0538-33-2050

☎

ＦＡＸ

過
去
の
大
地
震
時
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

が
倒
壊
し
て
歩
行
者
に
倒
れ
か
か
っ
た
り
、
道

路
を
ふ
さ
い
だ
り
し
て
、
多
く
の
被
害
を
も
た

ら
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
緊
急
輸
送
路
等
は
、
大
規
模
な
地
震

が
起
き
た
場
合
に
、
避
難
活
動
や
救
急
救
助

活
動
を
は
じ
め
、
物
資
の
供
給
、
諸
施
設
の

復
旧
な
ど
の
応
急
対
策
活
動
を
広
域
的
に
実

施
す
る
た
め
に
重
要
な
道
路
で
す
。
し
か
し
、

市
内
の
緊
急
輸
送
路
等
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

耐
震
化
は
、26
％
（令
和
３
年
度
末
）
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。

ご
自
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
安
全
で
あ
る
か
、

静
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

方
法
」
に
従
っ
て
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ページ番号

1002149

市
の
助
成
制
度

【撤
去
事
業
】

対
象
／
住
宅
な
ど
か
ら
避
難
所
や
避
難
地
な

ど
へ
至
る
道
路
境
に
あ
る
４
段
積
み
以
上
の
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去
す
る
工
事

補
助
額
／
一
敷
地
に
つ
き
最
大
10
万
円

【建
替
事
業
】

対
象
／
緊
急
輸
送
路
ま
た
は
小
中
学
校
の
通

学
路
に
面
し
た
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
安

全
な
塀

（
金
属
製
フ
ェ
ン
ス
、
生
垣
、
木
塀
な

ど
）
に
建
て
替
え
る
工
事

補
助
額
／
一
敷
地
に
つ
き
最
大
25
万
円

※
撤
去
事
業
と
建
替
事
業
の
併
用
も
可
能

※
助
成
制
度
の
詳
細
や
申
請
方
法
に
つ
い
て

は
、
建
築
住
宅
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

１
月
か
ら
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の

車
両
ご
と
の
納
付
情
報
を
、
軽
自
動
車
検
査

協
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認
で
き
る

「
軽
Ｊ
Ｎ

Ｋ
Ｓ

（
ケ
イ
ジ
ェ
ン
ク
ス
）」
の
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
の
運
用
に
よ
っ
て
、
軽
自
動
車

が
継
続
検
査

（
車
検
）
を
受
け
る
際
に
車
検

用
納
税
証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
に
な
り

ま
し
た
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
従
来
ど
お
り
証
明

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
納
付
直
後
の
た
め
、
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
に
納
付
情

報
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

・
車
両
の
取
得
直
後
や
名
義
変
更
直
後
の
場
合

・
他
の
市
区
町
村
へ
引
っ
越
し
た
直
後
の
場
合

・
対
象
車
両
に
過
去
の
未
納
が
あ
る
場
合

注
意
点

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
排
気
量
2
5
0
㏄

超
の
バ
イ
ク
）
は
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
対
象
外
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
車
検
の
際
に
は
車
検

用
納
税
証
明
書
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す

・
税
金
の
納
付
後
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
場

合
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

市
役
所
な
ど
で
現
金
で
納
付
い
た
だ
き
、
車

検
用
納
税
証
明
書
を
取
得
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す

口
座
振
替
利
用
者
な
ど
へ
の
車
検
用

納
税
証
明
書
の
郵
送
廃
止

例
年
６
月
に
口
座
振
替
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決

済
で
納
付
さ
れ
た
方
へ
車
検
用
納
税
証
明
書

を
郵
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
の
運

用
開
始
に
伴
い
、
令
和
５
年
度
か
ら
郵
送
を

廃
止
し
ま
す
。

車
検
用
納
税
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
、

市
税
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
で
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
排
気
量

2
5
0
㏄
超
の
バ
イ
ク
）
は
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
対
象

外
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
車
検
用
納
税

証
明
書
を
郵
送
し
ま
す
。

緊急輸送路等沿いの危険な

ブロック塀 （約 600 カ所）

の耐震化率

磐田市地震 ・ 津波対策アクションプログラムより

目標

３０％
（令和 4 年度末）

実績

26％
（令和 3 年度末）

➡

▲県ホーム

 ページ



ページ番号

1006904

い
わ
た
俳
句
大
会

         

入
賞
作
品
が
決
定

教育総務課

（西庁舎 3 階）

0538-37-4821

0538-36-1517

☎

ＦＡＸ

　

ひ
と
・
ほ
ん
の
庭 

に
こ
っ
と

子
育
て
相
談

相
談
中
は
、
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す ひと ・ ほんの庭 

にこっと

☎

ＦＡＸ

磐
田
の
魅
力
を
詠
ん
だ
俳
句
が
集
ま
り
ま
し
た

0538-36-1711

0538-36-1713

３
部
門
で
2
1
4
5
句

俳
句
を
通
じ
て
全
国
に
磐
田
市
を
P
R
し
、

磐
田
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う
と
、

「
第
８
回
い
わ
た
俳
句
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
昨
年
７
～
10
月
に

「
磐
田
の
お
祭
り
」

ま
た
は

「
雑ざ

つ

詠え
い

」
を
句
題
と
し
て
全
国
に
広

く
俳
句
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
2
1
4
5

句
が
集
ま
り
ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
作
品
が
決
定

大
会
選
者
の
西
村
和
子
氏
、
岸
本
尚な

お

毅き

氏
、

髙
柳
克か

つ

弘ひ
ろ

氏
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
一
般
の

部
／
中
学
生
の
部
／
小
学
生
の
部
各
30
作
品

の
入
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
全
て
の
入
賞
句

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
※
一
般
の
部
3
2
4
句
／
中
学
生
の
部
8
5
9
句
／

小
学
生
の
部
9
6
2
句

ページ番号

1008587特選
【一
般
の
部
】

西
村
和
子
選　
　

燕
去
ぬ
遠
つ
淡
海
の
高
曇
り

岸
本
尚
毅
選　
　

川
風
や
社
務
所
に
習
ふ
祭
笛

髙
柳
克
弘
選　
　

存
分
に
踊
つ
て
帰
る
東
海
道

太お
お

田た

和か
ず

志し

松ま
つ

下し
た

允の
ぶ

子こ

羽は

住ず
み

玄げ
ん

冬と
う

（磐
田
市
）

（磐
田
市
）

（東
京
都
）

【中
学
生
の
部
】

西
村
和
子
選　
　

明
日
ま
で
見
え
る
気
が
し
た
夏
の
空

岸
本
尚
毅
選　
　

ズ
キ
ズ
キ
と
秋
雨
が
降
る
釣
っ
た
イ
カ

髙
柳
克
弘
選　
　

春
疾
風
教
科
書
に
書
く
フ
ル
ネ
ー
ム

サ
メ
ジ
マ
リ
エ

青あ
お

島し
ま

感か
ん

治じ

髙た
か

田だ

菜な

花な

（神
明
中
）

（竜
洋
中
）

（竜
洋
中
）

【小
学
生
の
部
】

西
村
和
子
選　
　

ま
つ
り
あ
と
道
路
を
み
る
と
白
い
線

岸
本
尚
毅
選　
　

遠
く
に
は
小
さ
な
や
た
い
が
ゆ
れ
て
い
る

髙
柳
克
弘
選　
　

ホ
ト
ト
ギ
ス
本
音
を
言
う
と
目
立
ち
た
い

江え

塚づ
か

誠
ま
こ
と

上う
え

田だ

万ま

結ゆ

山や
ま

﨑さ
き

有あ
り

紗さ

（
田
原
小
）

（田
原
小
）

（福
田
小
）

に
こ
っ
と
に
は
、
保
健
師
や
保
育
士
が
常
駐

し
て
い
る
た
め
、
本
を
借
り
る
つ
い
で
、
遊
び

に
来
た
つ
い
で
に
、
い
つ
で
も
子
育
て
相
談
が

で
き
ま
す
。
小
さ
な
不
安
や
悩
み
な
ど
、
お
気

軽
に
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
ど
う
ぞ
。

毎
月
実
施
の
相
談
会

★
心
理
士
相
談

　

個
別
相
談
&
ミ
ニ
講
座

子
ど
も
の
発
達
、
関
わ
り
方
な
ど　

★
栄
養
士
個
別
相
談

　

離
乳
食
の
進
め
方
、

　

卒
乳
な
ど

に
こ
っ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

「に
こ
ハ
ロ
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
磐
田
と
連
携
し
、
就
業
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
連
れ
て
相
談
で

き
る
と
大
好
評
で
す
。
お
仕
事
探
し
の
窓
口
と

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き  

毎
週
水
曜　

13
時
30
分
～
16
時

対
象 

主
に
子
育
て
中
の
方

内
容 

子
育
て
と
両
立
し
や
す
い
求
人
情
報

の
提
供
、
応
募
書
類
の
作
成
・
面
接

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・

面
接
会
の
ご
案
内
な
ど

申
込 

不
要
、
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

▲詳しくは
　 コチラから

▲にこっと常駐の保健師、 保育士の皆さん

・ 離乳食や幼児食
・ 睡眠や生活リズム

よくあるご相談内容(例)

・ ことばや身体の成長発達
・ 集団生活での心配事　　　　

大丈夫！私たちがサポートします。
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